
集まれ !醸鏡藪鶴のなかまたち

ありそうでなかつたいろんな出会い
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学生、個人、行政、企業、教育機関、NPOなど環境教育に興味、関心のあるすべての方

先着 140名

16′000円 (宿泊費込み)

【割引制度】①学生は 2′000円割引

②l1/30ま でに申込みと参加費入金を完了した方は 3′000円割引 (学割と併用可)

ホームページの「参加申込フォーム (l■l南海国際旅行の申込システム )」 から申し込み  ′

2016年 10月 1日 (土)～ 2017年 1月 15日 (日 )(定員になり次第、締め切 り)
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『環境配慮型のおもてなし』経営とは

石坂知子 (石坂産業株式会社 専務取締役)

①「つながれ トコロジス ト～日本と韓国、なぜ今 トコロジス トなのか ?～」

箱田敦只 (日本野鳥の会 )、 金美羅 (ムルプレ生態教育研究所 )

②「ビジネスモデルを考えよう !「SATOYAMA+竹 パウダー」

富永―夫、高澤愛(NPOフ ュージョン長池 )

③「みんなで生きものの変化を調べよう !～センサーカメラ体験～」

青木雄司 (神奈川県公園協会 )

④「野鳥から教わる環境教育～動物園の教育イベン トの紹介～」

林亜紀 (多摩動物公園・教育普及係 )

⑤「今求められる旅行業法について考えよう」

松山直彰 (株式会社南海国際旅行 )

⑥「きのこ・粘菌と親 しむ方法 :あなたの知らない森の住人」

緒方光明 (菌類懇話会 )、 今村知世子 (日 本変形菌研究会 )

②「軒下から世界へ Pツバメを使つた観察プログラムの可能性」

荒哲平、堀本理華 (日 本野鳥の会 )

③「自然を出版する～自然環境ビジネスモデルの一つとして～」

向田智也 (作家・イラストレーター )

◎「自然観察施設も潰れる時代 !7生き残るプランを考えよう」

落合はるな(日 本野鳥の会東京 )、 三木信行 (行徳野鳥観察舎友の会 )

⑩「カー ドゲームで学ぶ里山と生物多様性」

後藤洋一 (樹木・環境ネットワーク協会 )
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環境教育の普及のためには、何よりも人と人との繋がりとネットワークが大切です。

環境教育関東ミーティングは、環境教育に携わり関心のある方々が集まり、実践発表や情報の共有、研修や交流の場として、

2004年度以来開催されており、今回で 13回 目の開催となります。

プロフィ=ル

2004年より、ISO管理責任者として「経営の見える

化」 に取り組み、lS07規格の認証を推進。財務・

経理、総務 。人事の統括担当ワーク・ライフバラン

スを早くから導入し「女性や子育て世代の社員が働
きやすい職場環境の改善」にも取り組む。

①「木の葉が銀の葉になる !驚きワークショップ」 参加費 :1500円 (材料費 )

竹村修― (アートクレイクラブ )、 吉原秀和 (アートクレイエ房 )

⑫「環境再生でメシをくう」

吉田寛 (公会計研究所 )

○「フィール ドの
″
らしさ

″
をつくる生態系一生物多様性とは」

早川友梨 (富士山クラブ )

⑭「どう使う ?地域の自然資源～県森の環境教育プログラム」

遠山あづさ (栃木県県民の森 )

①「都立公園から発信 !環境教育とどう向き合う P
～パークレンジヤーの取 り組みと今後の課題～」

蜂須賀公之、杉山俊也、山田陽子 (NPO法人 NPO birth)

⑩「ツリークライミング (木登 り体験 )」 参加費 :1000円 (保険料、材料費 )

ツリークライミンクRジ ャバン・ツリークライミンクRチームももんが一ず

協力 :那須高原自然学校

「大学セミナーハウス発 !多摩丘陵のみどり探検ツアー」

【内 容】2日 間の締めくくりは、フィールドを満喫しましょう.,大学セミナーハウス
の周りには、多摩丘陵の豊かな里山風景が広がつています。当地ならではの
みどりを楽しみながらのんびり歩きましょう.

【会 場】由木めぐみ野緑地ほか

【受 付】要事前申込、先着30名

【参加費】無料
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■お問い合わせ先

環境教育関東ミーティング実行委員会 事務局

〒150-0001

東京都渋谷区神宮前 55367 コスモス青山 Bl

関東地方環境パー トナーシップオフィス (関 東 EPO)内

Tel:03-3406-5180 Fax:03-3406-5064 E mail :ee kanto2016@gmai com

URL:httpノ /kantomt9サ imdo COm/

■ @環境教育関東ミーティング  ;@kantOmtg

研修主催 環境教育関東ミーティング実行委員会

■旅行企画 。実施 l■l南海国際旅行  ■研修共催 関東地方環境パー トナーシップオフィス

■協 力 石坂産業株式会社、 (公財)神奈川県公園協会 (公財)東京都公園協会、 (公財)日本野鳥の会、 (公社)日本環境教育フォーラム (予定)、

NPO法人 NPO bitth、 NPOフ ュージョン長池、NPO樹木・環境ネットワーク協会、日本環境教育学会 (予定)
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